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研究成果の概要（和文）：様々な媒体のインドネシア語使用例を体系的に収集し、データベース化し、言語学的
な分析を行った。さらに、策定した応用教材の企画案にそってデータベースから適切な素材を選び、日本の教育
機関で共通に使用できる応用教材に向けて具体的な成果物をデザインすることができた。具体的な本研究の成果
としては、日刊紙KOMPASの記事を対象に、『基本文法』の項目ごとに頻度、意味、語形成、文型、共起する語な
どの点から用例を収集し、この作業の中で主に (1)インドネシア語研究の新たな視点の獲得　(2)用例の選定基
準の方向性　(3)『基本文法』の記述と用例の再検討の必要性 についての知見を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research has succeeded to systematically collect a number of sentences 
in which words are used in an actual manner. The selection of the words were based on the basic 
grammar which has been compiled some years ago. A data base consisted of the Indonesian newspaper 
KOMPAS for one year was used in order to collect the example sentences. A format of compilation of 
the usage of words was designed to show frequency, word formation, morphology, collocation and 
sentence patterns. An analysis of this research has revealed the following points: (1) a new point 
of Indonesian grammar from actual usage of words (2) an alternative criteria of selection for 
example of sentence (3) a need to review the description of 'basic grammar'. 

研究分野：社会言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、日本のインドネシア語教育全体の発展を促すことであり、教材に焦点をあて、教員が用いる共
通教材の開発によってその発展に寄与するところにある。日本のインドネシア語教育の改善を図るとともに、イ
ンドネシア語教育全体の問題の共有を促し、インドネシア語教育とインドネシア語研究の議論を活発にする。基
本教材と教材バンク基礎編の開発に続き、それとリンクした応用教材と教材バンク応用編が開発されることによ
って、初めて日本の標準的・規範的なインドネシア語教育を行う体系的な教材基盤ができることである。また構
築されたインドネシア語データベースは、インドネシア語研究と教育の研究資源を提供することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本におけるインドネシア語教育は長い歴史を持ち、現在もいくつかの大学が専攻として、

あるいは第２外国語、第３外国語としてインドネシア語教育をカリキュラムに取り入れて

いることから、その重要性は明らかである。その一方で、日本においてインドネシア語教育

に携わる専任教員の数は減少しており、各大学で学習者やカリキュラムに合わせた教材や

教授法の開発に充てられる資源が不足している。そこで、インドネシア語教育の一つの規範

的モデルとなるような内容と枠組みを持った教材を開発し、教員がその教材を共有してそ

れぞれの授業の内容や目的に合わせカスタマイズして利用できる「教材バンク」の創設を目

指し、申請者の 3名は次のような教材開発に関わる活動・研究を進めてきた。 

 第一段階では、学習者が慣れている英語や日本語の教育文法の用語や概念との対応等を

考慮したインドネシア語の基礎的な文法項目を網羅した教育文法（以下『基本文法』）を

記述した。文法の基本教材は、国内外の主要な文法書を主に参照し、その成果を還元する

形で教育用に記述したものである。すなわち、研究文法ではなく、学習者が慣れている英

語や日本語の教育文法の用語や概念との対応などを考慮した、初級から中・上級までを網

羅した教育文法とした。語彙の基本教材については、頻度、分野、文化的な特殊性、日本

との違いなどの観点から単語を選出し、目標語彙リストを作成した。それは、既存の語彙

集や語彙の頻度に関する研究などをもとに、各段階 500語の計４段階からなる具体的な目

標を示した語彙教材である。また、文法の基本教材で見られる語彙とのリンクも考慮した

ものになっている。発音・文字は、文法と語彙から独立性が高い教材であるが、この分野

ではアクセント、イントネーションの記述が含まれるため、形態論や統語論（ここでは語

彙、文法の分野に相当する）との関連性を考慮した。また、インドネシア語と日本語の音

韻構造の違いをふまえ、日本語話者にとって問題点を認識させるような教材とした。この

ように、基本教材を構成する３分野は相互にリンクしており、また、日本語話者がインド

ネシア語を学ぶ際の問題点をふまえたものとなっている。この基本教材を、インドネシア

語教員が多くを占める日本インドネシア学会の会員に公開し、授業の内容や目的に合わせ

カスタマイズして利用してもらい意見を得ている（基盤研究(C)平成 25～27年度「日本に

おけるインドネシア語教材の分析と教材バンクの創設」）。 

 このように、基本教材は完成したが、次の段階の応用教材が３つの理由から不可欠である

と考えた。（１）基本教材の内容を定着させるための練習問題として必要性があること。（２）

中・上級では、実際の言語使用の実例により多く触れ、４技能の能力を高めるための練習（読

解、作文、聞き取り、会話、プレゼンテーションなど）の比重が高くなること。（３）習得

目標である標準変種だけでなく、実際には使用頻度の高い口語変種、地域変種などの知識も

身につけ、より実践的な言語能力を獲得することが期待されること。このように、基本教材

を土台とした応用教材は大学レベルのインドネシア語教育の充実にとって非常に重要であ

るが、各大学の状況を見る限り、教科書などが用意されることなく、散発的に入手した「生

きたインドネシア語」（ニュース、小説など）をそのまま使い、教授・習得目標が設定され

ないままで教育が行われているのが現状であった。そこで、応用教材において、どの技能を

向上させるのか、どのような内容項目を習得することが目標なのかを考慮しながら、体系的

に収集した豊富な実例をふまえ、素材を選び教材を作る必要があると考えた。そのためには

十分なインドネシア語使用例を盛り込んだデータベースが必要であるが、これまで利用可

能なものは存在しないため、その制作を目論んで研究を開始した。 



 
２．研究の目的 
本研究は上記の第一段階の研究成果に基づいて行う第二段階と位置付けることができるも

のであり、『基本文法』の記述において取り上げた文法項目及び例として取り上げた語

が、実際の文の中でどのように使われているのかについて研究することを目的とした。そ

の研究成果のアウトカムとしては、基本文法の項目ごとの用例集としてまとめることを目

標とした。『基本文法』で例として採用した例文が果たして適切であったのか、ある語が

文の中でどの語とどのように共起するのかなどについて、言語資料（コーパス）を用いて

例文を収集した。その際にはコーパスデータを分析し用例を抽出するために、コンコーダ

ンスソフトを用いることとした。 

 本研究の学術的な特色・独創的な点は、日本のインドネシア語教育全体の発展を目的とし

ているというものである。具体的には、教材に焦点をあて、教員が用いる共通教材の開発に

よってその発展に寄与するところにある。それによって、各教育機関のインドネシア語教育

の改善を図るとともに、日本のインドネシア語教育全体の問題の共有を促し、インドネシア

語教育とインドネシア語研究の議論を活発にすることが可能になる。 

 予想される成果として、第一に、基本教材と教材バンク基礎編の開発に続き、それとリ

ンクした応用教材と教材バンク応用編が開発されることによって、初めて日本の標準的・

規範的なインドネシア語教育を行う体系的な教材基盤ができることである。それを各教育

機関が共通教材として利用することで、日本全体でのインドネシア語教育の質的向上が見

込まれる。第二に、応用教材開発の過程で構築するインドネシア語データベースは、イン

ドネシア語研究のリソースとして利用でき、また、長年待望されている学習者用のインド

ネシア語—日本語辞書やインドネシア語活用辞典を開発するための見出し語と用例のリソ

ースとして活用しうるインドネシア語研究およびインドネシア語教育の研究資源を提供す

ることができる。 
 
３．研究の方法 
 文法は文法規則のみで理解できるものではなく、練習問題や語句の用法の確認などを通

じて定着を図る必要がある。教員がそれぞれの授業目的に合わせ、文法の理解定着や練習問

題作成に利用できるような教材バンクを準備するために以下のような方法で研究を実施し

た。 

(1)公開した基本教材（教材バンク基本編）をインドネシア語教員に使用してもらい、彼らへ

の使用結果に関するアンケートを行い、そのフィードバックをふまえ、基本教材の改訂を行

う。 

(2)本研究の応用教材に相当する国内外にある既存の教材を収集・分析し、それをふまえて、

基本教材を土台とした応用教材の枠組みと内容を検討する。 

(3)インドネシア語使用例のデータベースの構築を行う。新聞、雑誌、文学作品などの出版物

を中心とする書記媒体とテレビ、ラジオ、インターネット上のニュースや番組などの音声・

映像媒体の２種類の媒体から、フォーマルなインドネシア語（標準インドネシア語）を中心

に収集し、その他にインフォーマルなインドネシア語（口語インドネシア語）、インドネシ

ア語の地域変種の例を収集する。また、ワードリストやコンコーダンスを用いて形態素レベ

ル、統語レベルの分析を行いながら、語例、文例を蓄積する。 
(4)(1)と(2)をふまえ、(3)のデータベースに基づいた応用教材を開発し、教材バンク基本編と
合わせ、公開を行う。 
 



４．研究成果 

 当初の計画通り、様々な媒体のインドネシア語使用例を体系的に収集し、データベース化

し、言語学的な分析を行うことができた。さらに、策定した応用教材の企画案にそってデー

タベースから適切な素材を選び、日本の教育機関で共通に使用できる応用教材に向けて具

体的な成果物をデザインすることができた。現時点では、教材バンクの基礎編に次ぐ応用編

としてインドネシア語教育関係者に向けて試験的に公開を準備している。 

 具体的な本研究の成果としては、日刊紙 KOMPASの記事を対象に、『基本文法』の項目

ごとに頻度、意味、語形成、文型、共起する語などの点から用例を収集し、考察することが

できた。この作業の中で得られた認識と課題として、主に次の３つをあげることができる。 

(1) インドネシア語研究の新たな視点の獲得 

(2) 用例の選定基準の方向性 

(3) 『基本文法』の記述と用例の再検討の必要性 

まず、(1)については、これまでの研究では、既存の言語研究の成果や文法書を参照し、規

範的な文法について検討し、それを記述してきたが、コンコーダンスツールを用いることに

よって、実際に用いられている例を頻度、共起する語や文型などのいくつかの観点からある

程度組織的に分類し、考察することが可能になった。その結果、規範に合致する例だけでな

く、規範から外れるが許容されている例も見られることがわかり、また規範そのものや規範

の範囲が変化している可能性も見えてきた。言語研究および言語教育において、規範と実践

のどちらか一方のみを見ていては不十分であり、インドネシア語に関しても同じことが言

える。コンコーダンスツールによって、規範と対照しながら実例を詳細に観察するという重

要性を新たに認識することができた。 

(2)の気づきは、１つめと関連している。上記の気づきの結果、これまで『基本文法』での

記述は、既存の文法書の記述と規範に引きずられており、必ずしも実際の使用を反映してい

ないことがわかった。つまり、規範のみにとらわれていた「思い込み」を修正し、文法記述

や用例は、規範と実践の両方を考慮する必要があるという認識を得た。そのため、現在編纂

を計画している用例集の用例の選定には、使用頻度の高さを考慮する必要がある。また、そ

の用例は、文の長さや使用語句など多少変える必要があるが、できる限り実例に基づくべき

である。 

最後の(3)で示したように、すでに試用版を作成済みの『基本文法』の記述内容や文例を再

検討する必要性があげられる。コンコーダンスツールによって実例を詳細に考察するとい

う上述の作業を行う中で、各文法事項の記述内容および文例とのずれが見られ、修正をすべ

き必要が出てきている。 

以上の３点から導かれることは、用例集の編集は規範と実践のバランスを考慮しながら、

できるだけ実際の使用を反映したものにするということである。ただし、教育で用いる文法

や用例であるため、内容やレベルといった、それに見合った配慮も必要である。 

さらに課題として見えてきたことは、コーパスの分野や文体の偏りである。これまでの研

究で材料としてきたのは日刊紙のコンパスだけであり、しばしば、用いられる語や文型、語

順などの点で見られる特徴がジャーナリスティックな文体だからではないかと思われる場

合があった。したがって、分野や文体に偏りがないように、今後使用するコーパスには、別

の分野や文体のものを加えることが望ましい。例えば、小説などの文学作品が考えられる。

しかしながら、理想を目指し、コーパスを大きくし、多種多様になればなるほど、コンコー

ダンスを利用する作業にはますます莫大な時間と労力が必要となってくる。際限のない作

業に対して、何らかの基準を設けて効率化を図ることも必要である。 



最後に、この共同研究が開始して以降ずっと課題として意識されてきたこととして、記述

の仕方の不統一がある。現在行っている作業については、用例の記述と提示の仕方の統一が

問題となっている。長期かつ莫大な作業に基づく研究のアウトプットとして記述する場合

に、まず共同研究者間の認識をすり合わせる必要がある。次にはその共通の認識と理解をど

のような用語で表現し、どのような提示の仕方で行うのかについて統一する必要がある。こ

れまでは作業の完遂を優先してきたために用語と記述の仕方がバラバラになっており、そ

の統一をしなければならない。その際にも、あくまでも教育的な観点を念頭においた記述を

行うことを第一に考え、かつ基本文法を学んだ学習者を念頭においた中級レベルの教材、つ

まり応用教材を提供することを意識しておく必要がある。 

本研究を通じて多くの課題が明らかになってきたが、それはインドネシア語教材研究が

深化したからこそと考えることができ、研究の成果が蓄積されてきていると言える。上記の

課題を克服していきながら、すでに発表した基本教材に続き、それに即した応用教材として

として「インドネシア語用例集」を完成させる予定である。基本教材の時と同様に、今回も

まずは試行版として日本インドネシア学会などの会員に限り公開し、会員からの批判をい

ただき継続的に修正を施していきたいと考えている。 
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